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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名      金沢市立額小学校                      

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒 ９２１ － ８１４６  

      石川県金沢市額乙丸町イ４１番地                              

  E-mail  nuka-e@kanazawa-city.ed.jp                      

  Website  http://www.kanazawa-city.ed.jp/nuka-e/                     

  児童生徒数  男子 216 名   女子 229 名  合計  445 名 

        児童・生徒の年齢 7  歳～ 12 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 □ 世界遺産 

■ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

■ 食育 

■ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ユネスコスクールとしての取組 
①３年 「加賀野菜のひみつを見つけよう」 

   加賀野菜の 1 つである、源助大根の栽培に取り組んでお 

られる松本さんにお話をうかがい、大根掘りを体験させて 

いただいた。加賀野菜の概要を学習してあったので、松本 

さんに質問に答えていただく形でお話をうかがった。 

大根の育ち方や、青首大根と源助大根の違い、なぜ源助 

大根の生産量が少ないか等を教えていただきながら、栽培 

が大変なものにあえて取り組む松本さんの思いに触れた。 

大根掘り体験では大きな大根を掘らせて頂き、収穫の喜び 

を味わうと共に、ここまで丹精込めて育てられた松本さん 

への感謝や、日頃感じることの少ない農家の方の苦労などに思いをはせていた。 

また、収穫させていただいた松本さんの大根と同じ時期に、子ども達も種まきをして大根栽培を

してきたので、自分たちの小さな大根との違いに驚き、どんな工夫をしていたのか、より真剣にお

話を聞くことができた。 

 

②４年 「伝統息づくまち金沢 ～金沢の偉人・伝統工芸・文化から～」 

○金沢の偉人から  

あらかじめ調べていた人物について、ふるさと偉人館で詳しく 

知る活動をおこなった。他にも金沢のたくさんの偉人について館 

の方に積極的に質問する姿が見られた。 

金沢の偉人が身近に感じた一日となった。また、竪畑先生をお 

招きして、「金沢の三文豪」をテーマに講義をして頂いた。三文豪 

の子ども向けの本をみんなで読んだ。 

  ○伝統工芸から  

興味を持った伝統工芸でグループを組み、調べ活動をした。水 

引細工、金沢和傘、金沢仏壇などを調べ、壁新聞を作った。それを 

３年生に紹介する発表会に取り組んだ。 

○伝統文化から  

金沢や日本の伝統文化について興味を持ったものを調べた。能、狂言、歌舞伎、華道などを調べ 

ることができた。その後、6 年生を送る会で、狂言『柿山伏』を演じることに取り組んだ。全校児

童に狂言のおもしろさを伝えることができた。 
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③５年 「みんなで生きる町・額」 

○額校区のユニバーサルデザインやバリアフリーについて考えよう 

   いしかわ総合スポーツセンター、バリアフリー体験住宅「ほっと 

安心の家」を見学し、最先端のバリアフリーとユニバーサルデザイ 

ンにはどんなものがあるのか学んだ。車椅子体験も行い、動きの不 

便さを実感した。また、高齢者疑似体験では、高齢者疑似体験セッ 

トを装着し、日常の生活での動きを体験した。体験を通して、お年 

寄りに親切にする必要があることを実感したようである。 

   その後、額地区にある公共施設をグループ別に見学した。額校区 

が人々にとってより住みよい町になるにはどうすればよいか、一人一人が考え提案書を作った。ま

とめでは、そのことに関して自分達のグループはどう思うか、十分な点や不十分な点について考え、

不十分な点についてはどう改善すればよいか、その対応策を考えた。学習を通して、バリアフリー

のみならず、世の中の全ての人々が人間らしく、気持ちよく生きるためにユニバーサルデザイン化

するということについて、知識を深め、考えることができた。 

 

④６年 「金沢から世界の発展を考える」 ―アートマイルで国際交流― 

   金沢を中心に自国の文化を調べたり他国の様子について知ったりすることを通して、より広い視

野をもち、自らの世界を広げていくことを願って、アートマイルプロジェクトに参加した。単に自

他の文化についての知識を増やすだけでなく、国の壁を越えて、様々な人たちとつながる楽しさを

味わわせたい。そして、世界の仲間とかかわり、相手を意識しながら自分の思いを伝え合うことで、

自他のよさを感じ取れるようにしたいと考えた。 

最初は「かなざわふるさと学習」の時間を活用し、百万石祭りや金沢に関連することを中心に日

本文化について調べ、金沢や日本のよさを知った。次に、金沢星稜大の協力をいただき｢世界が 100

人の村だったら｣のワークショップに取り組み、日本人として世界の人々と親善を深めることの大切

さを学んだ。そして、それまでの学習で学んだことを、英訳したり写真を活用したりしてまとめ、

交流相手であるオーストラリア・ネパールの学校とテレビ会

議やインターネット掲示板（フォーラム）を用いて伝えあっ

た。さらに、交流で感じたことをもとに、世界に発信するメ

ッセージを考え、そのメッセージをこめたテントアートを交

流相手校と共同制作した。 

何度も交流を重ねることを通して、日本と違う言語や文化 

（食べ物・習慣など）があることを知ったり、世界の仲間と 

つながることの楽しさを実感したりできた。アートマイルで 

の国際交流は子どもたちにとって、世界中の仲間とつながる 

ことの素晴らしさに気づく、貴重な経験となった。 

 

※成果と課題 

＜成果＞ 

   各学年による総合的な学習では、額校区から金沢へ、そしてそれらを外国へと発信する活動につ 

なげてきた。それぞれの学年の発達段階に応じて、４年生の「伝統工芸新聞」、５年生の「提案書」

など発信する相手を変え、「広める学習活動」を行うことができた。特に６学年では、英語学習を生

かし、海外の同年代の子ども達と交流できたことが、大きな成果であった。今までは、関心を持っ

ていなかった外国に広く目を向け、同じ人間としてつながりたいという思いを持ち、そのために難

しい英語にチャレンジしたことは、子ども達の満足感につながった。動画を送り、その返事をもら

い、と少しずつ交流を重ねてきた。子ども達は英語で自己紹介したり金沢の伝統文化をわかりやす

く伝えようと練習を重ねたりして、自信を持ってふるさと金沢を発信することができた。 

＜課題＞ 

外国との交流は、時差が大きな壁となったり、国によっては情報統制があり動画を送ること自体

ができなかったりするなど、直接つながることが難しい面もあった。交流が直接的であればより身

近に外国の友達をとらえることができたのではないかと感じた。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


